
平成２２年度一般会計当初予算説明資料

７款 商工費
１項 商業費 経済通商総室（内線：７６５９）
４目 貿易振興費

（単位：千円）

財 源 内 訳 備
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 考

起 債 そ の 他 一般財源国 庫 支 出 金

環日本海圏航路
就航奨励事業 57,600 57,600 0 57,600

トータルコスト 63,248千円（前年度 60,068千円 ［正職員：0.7人］）

主な業務内容 補助金支出団体等との調整、補助金支出関・確定等

工程表の政策目 境港の物流拠点化及び境港の取扱貨物量増加
標（指標） (貨物取扱量 目標5,200千トン、 コンテナ取扱量 目標21,900TEU）

説 明

１ 事業概要
環日本海定期貨客船航路の就航にあたり、安定的かつ継続的な運航に資するため、就航初動

時期における運航経費の一部を助成するもの。

２ 主な事業内容

・事業主体は「環日本海経済活動促進協議会 （事務局：境港貿易振興会）」

・境港－東海間の運航経費の１／１０を助成。

・１往復あたり１，０００千円を上限。

・運航回数に基づき助成 （週２回運航、年間９６往復を想定 ）。 。

・期間は初動３年間 （正式就航日である平成21年6月29日～平成24年6月28日）。

・助成総額を県と地元自治体が６０対４０で負担。
※地元自治体とは 中海市長会を構成する各市町のこと。
【境港市、米子市、松江市、安来市、東出雲町】

補助金名 環日本海圏航路就航奨励補助金

57,600千円
補助金額 ＜全体事業費＞1,000千円( )／往復×96往復（ 2 ）＝96,000千円上限 週 回運航

うち鳥取県 60/100（負担割合） ＝57,600千円
うち地元自治体 40/100（負担割合） ＝38,400千円

補 助 先 環日本海経済活動促進協議会

３ これまでの取組状況、改善点
【指標】貨物取扱量 目標 5,200千トン、 コンテナ取扱量 目標 21,900TEU
【現状】貨物取扱量 H20実績：4,111千トン、コンテナ取扱量 H20実績：15,271TEU）

・平成21年6月29日、韓国・東海港から境港に向け、貨客船航路が正式に就航。
その後、定期運航が継続されている。

、 、・正式就航が実現したのは 就航奨励金を日韓双方の自治体が協調して予算化できたことが
重要な背景の１つであったと認識。
運航経費を助成することで、定期運航の継続や競争力のある料金で安定した運航を促すこ
とにも繋がった。

・貨物及び旅客の確保と定着のためには、定期運航の継続による航路の信頼性向上が重要で
あり、引き続き、運航奨励補助金による初動支援が必要。


